
国有林と国立公園の将来を考える

一
一
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止
口

、
》
イ
.俵

た わ ら ・ひ ろ み

1930年 東京都生 まれ

千葉大学園芸学部卒業。

現在、専修大学北海道短 期

大学教授、学術博士

著書に 「北海道の自然保護 一

その歴史 と思想 』 「緑 の文

化史一 自然 と人間 とのか か

わ りを考え る」な ど。

本
文
の
ね
ら
い

・
要
点

い
ま
行
政
改
革
に
関
連
し
て

「国
有
林
の
あ
り
方
」

が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
自
然
保
護
に
と

っ

て
も
無
関
心
で
は
い
ら
れ
な
い
こ
と
で
す
。
と
く
に

北
海
道
の
国
立
公
園
は
そ
の
面
積
の
九
〇
%
が
国
有

林
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
、
深
い
関
わ
り
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
国
有
林
経
営
の
赤
字
は
な
ぜ
生
ま
れ
た
の
か
、

現
在
の
特
別
会
計
制
度
が
改
善
さ
れ
れ
ば
、
北
海
道

の
国
立
公
園
な
ど
の
自
然
保
護
地
域
は
、
ど
の
よ
う

な
可
能
性
を
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
な
ど
を

考
え
て
み
ま
す
。

魚

つ
き
保
安
林

っ
て
な
に
?

「森
林
と
自
然
公
園
」
に
つ
い
て
何
か
書
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、
と
考
え
て
い
た

一
九
九
七
年
十

一
月
、
N
H

K
テ
レ
ビ
の
ク
イ
ズ
番
組
、
古
館
伊
知
郎
が
司
会
す

る

「
日
本
人
の
質
問
」

で
、
「魚

つ
き
保
安
林
」
の
質
問
が
放

映
さ
れ
た
。
あ
る
自
然
公
園
を
歩
い
て
い
た
ら
、
「
魚

つ

き
保
安
林
」
と
い
う
看
板
が
あ

っ
た
が
、

「魚

つ
き
」

っ

て
な
に
?

と
い
う
問
題
で
あ
る
。

こ
の
答
え
と
し
て
、
物
知
り
博
士
の
面
々
が
、
も

っ
と

も
ら
し
く
面
白
く
次
の
四
説
を
紹
介
し
た
。

①
こ
の

「
う
お
」
は
魚
で
は
な
く

「
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
」

の
こ
と
で
、
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
生
息
環
境
を
保
護
す
る

森
林
で
あ
る
。

②
こ
の
地
方

に
は
ヤ
ス
で
魚
を
突
き
刺
す
伝
統
的
な

「
魚
突
き
」
漁
法
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
伝
承
す
る
た
め
、

地
域

一
帯
を
保
護
す
る
森
林
で
あ
る
。

③
沿
岸
に
森
林
が
あ
る
と
、
水
辺
の
樹
陰
に
魚
が
集
ま

り
、
ま
た
樹
か
ら
昆
虫
類
が
落
ち
て
魚
の
え
さ
に
な
る
の

で
、
「魚
付
き
」
の
環
境
を
保
護
す
る
森
林
で
あ
る
。

④
こ
こ
は
も
と
も
と

「魚
襯

(う
お
つ
き
)
さ
ん
」
の

所
有
地
だ

っ
た
も
の
が
、
公
共

の
た
め
寄
付
さ
れ
た
土
地

な
の
で
、
魚
襯
さ
ん
を
記
念
す
る
森
林
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
③
が
正
解

で
あ
る
。
私
は
、
こ
ん
な
や
さ
し

い
問
題
な
ら
全
員
が
正
解
を
選
択
す
る
だ
ろ
う
と
予
想
し

た
。
と
こ
ろ
が
当
日
の
出
席
者
は
い
ず
れ
も
①
か
②
か
④

を
選
び
、
③
を
選
択
し
た
人
は
ひ
と
り
も
い
な
か

っ
た
。

こ
れ
は
今
日
の
日
本
人

の

一
般
的
な
常
識
を
反
映
し
て
い

る
の
か
も
し
れ
な
い
。
自
然
保
護
に
関
心
の
高
い
本
稿
の

読
者
は
、
③
を
選
ぶ
に
違
い
な
い
と
私
は
期
待
し
て
い
る
。

森
林
の
果
た
す
役
割
が
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
最
近

の
で
き
ご
と
と
し
て
は
、
昨
年
十
二
月
に
京
都
で
行
わ
れ

た
地
球
温
暖
化
防
止
会
議
で
、
「
森
林
は
二
酸
化
炭
素
を

吸
収
す
る
の
で
、
温
暖
化
防
止
に
役
立
つ
森
林
の
存
在
を
、

二
酸
化
炭
素
削
減
目
標
に
組
み
込
ん
で
考
え
る
必
要
が
あ

る
」
と
い
う
論
議
が
進
展
し
た
こ
と
で
あ
る
。

ち
な
み
に

『
森
林

ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
」
に
は
森
林
の
果
た

す
役
割
が
、
図
1
の
よ
う
に
表
さ
れ
て
い
る
。

生活環境保全

二酸化炭案吸収
酸素供給気温
緩和湿度維持

霧害・飛砂・風害

磯鑑㍗

森林の有す る諸機能
(森林 ハンドブック1996)
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・渇水緩和

・洪水緩和

・水質保全

水源かん養

・木,竹 材生産

・茸,山 菜,薬草等生産

木材等生産

森 林 の
有する機能

亀熱 諜
景観の提供
野生生物の生息環境の保全
遺伝子資源の保全 ノ

山地災害防止

・土砂崩壊防止
・土砂流出防止
・なだれ防止
・落石防止

》浸食防止

図1



国有林事業の収支状況(林 野時報1997年10月 号)

(単位:億 円)

表1

科 目 平成8年 度 平成7年 度 前年度との差

業 務 収 入 886 934 △48

林野等売払代 600 563 37

収 雑 収 入 122 124 △1

一般会計より受入 569 573 △4

事業施設費等
財 源 受 入 339 393 △54

利子等財源受入 230 180 50

入 治山勘定より受入 159 159 0

借 入 金 3,145 2,969 176

合 計 5,482 5,322 160

給与経費等 1,850 2,014 △163

支 事 業 費 264 290 △26

事業施設費 336 443 △108

償還金 ・支払利子 3,019 2,836 183

出 その他の経費 86 92 △5

合 計 5,555 5,675 △120

収 支 差 △74 △353 280

国
有
林
経
営
は
な
ぜ
赤
字
か

国
有
林
の
経
営
が
赤
字
だ
と
い
う
こ
と
は
、
よ
く
新
聞

な
ど
で
報
道
さ
れ
る
が
、
具
体
的
な
収
支
状
況
ま
で
は
ほ

と
ん
ど
報
道
さ
れ
な
い
。
国
有
林
経
営
は
独
立
採
算
の
特

別
会
計
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
近
年
の
収
支
状
況
は
表
1

の
と
お
り
で
あ
る
。
平
成
八
年
度
を
見
る
と
収
入
五
、
四

八
二
億
円
の
う
ち
、
本
来
主
体
と
な
る
べ
き
業
務
収
入
は

八
八
六
億
円

(
一
六
%
)
に
過
ぎ
ず
、
借
入
金
が
三
、

一

四
五
億
円
も
あ
り
収
入

の
半
分
以
上

(五
七

%
)
を
占
め

て
い
る
。

一
方
、
支
出
は
五
、
五
五
五
億
円

で
、
そ
の
半

分
以
上

の
三
、
〇

一
九
億
円

(五
四
%
)
が
償
還
金

・
利

子
支
払

で
あ
り
、
本
来
的
な
事
業
費
は
二
六
四
億
円

(五

%
)
に
過
ぎ
な
い
。
収
入
の
半
分
以
上
が
借
入
金
で
、
支

出
の
半
分
以
上
が
返
済
金
と
い
う
の
は
平
成
八
年
度
だ
け

で
な
く
、
毎
年
、
毎
年
、
同
じ
パ
タ
ー
ン
を
繰
り
返
し
て

(注)1.収 入 は販売契約額等 により、支払義務の生 じた額 を計 上
して いる。

2.金 額 は、 それぞれの科 目で 四捨 五入 して い るので合 計

額 とは必ず一致 しない。

い
る
。
表
現
は
悪
い
が
、

こ
れ
で
は
借
金
を
返
す

た
め
に
借
金
を
し
て
い

る
よ
う
な
も
の
で
、
国

有
林
は
サ
ラ
金
地
獄
に

陥

っ
て
お
り
、
民
間
企

業

で
あ
れ
ば
と

っ
く
に

経
営
破
綻
し
て
い
る
、

と
い
わ
れ
る
ゆ
え
ん
で

あ
る
。
国
有
林
の
累
積

赤
字
は
、
平
成
九
年
度

末

で
三
兆
八
千
億
円
に

達
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

で
は
、
な
ぜ
国
有
林

の
経
営
は
、
こ
れ
ほ
ど

の
赤
字
を
生
み

つ
づ
け

る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ

は
構
造
的
な
も
の
で
、
次
の
よ
う
な
要
因
が
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
そ
れ
は
過
去
の
国
の
政
策
の
ツ
ケ
が
回

っ
て
き

た
も
の
、
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。

①
日
本
の
木
材
価
格
は
、
植
林
や
伐
採
、
運
搬
な
ど
の

原
価
計
算
か
ら
導
か
れ
る
の
で
は
な
く
、
外
国
か
ら
安
く

輸
入
さ
れ
る
木
材
価
格
に
左
右
さ
れ
る
の
で
、
低
迷
し
て

い
る
こ
と
。
図
2
は
、
苗
木
代
、
植
林
や
伐
採
の
費
用
が

高
騰
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
安
い
輸
入
木
材
に
連
動
し

て
国
産
材
も
低
迷
し
て
い
る
実
態
を
表
し
て
い
る
。
し
か

も
国
産
材
の
自
給
率
は
年
々
低
下
し
、
昭
和
五
十
年

(
一

九
七
五
)
は
三
六
%
だ
っ
た
も
の
が
、
平
成
七
年

(
一
九

九
五
)

に
は
二
〇
%
に
な
っ
て
い
る
。
い
ま
や
私
た
ち
が

使
う
木
材

の
八
○
%
が
外
国
材
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
国

有
林
だ
け
で
な
く
、
民
有
林
を
含
め
た
日
本

の
林
業
が
活

性
を
失
う
大
き
な
要
因
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
同
時
に
東

南
ア
ジ

ア
や
ロ
シ
ア
な
ど
、
外
材
を
供
給
す
る
国
の
自
然

環
境
を
悪
化
さ
せ
る

一
因
に
も
な

っ
て
い
る
。

②
国
有
林
は
、
自
然
公
園
、
保
安
林
な
ど
、
非
生
産
的

な
公
益
部
門
も
か
か
え
て
い
る
こ
と
。
日
本
の
国
有
林
面

積
は
約
七
六

一
万
診
で
あ
る
が
、
そ
の
五
二
%
、
三
九
七

万
診
が
保
安
林
で
あ
る
。
ま
た
日
本
の
国
立
公
園
面
積
は

約
二
〇
五
万
診
で
あ
る
が
、
そ
の
六

一
%
、

一
二
五
万
診

は
国
有
地

(
ほ
と
ん
ど
が
林
野
庁
所
管
の
国
有
林
)
で
あ

る
。
そ
の
他
に
鳥
獣
保
護
区
な
ど
も
あ
る
。

こ
れ
ら
の
公

益
的
機
能
を
発
揮
す
る
森
林
で
は
、
木
材
生
産
よ
り
環
境

保
全
を
優
先
さ
せ
る
べ
き
な
の
で
、
収
益
性
が
低
く
特
別

会
計
に
は
な
じ
ま
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
も
原
則
的
に
は

独
立
採
算

の
枠
内

で
行
わ
れ
て
い
る
。

③
役
所
仕
事

の
非
能
率
さ
が
あ

っ
た
こ
と
。
あ
る
時
期

に
は
職
員
組
合
活
動
が
盛
ん
で
、
臨
時
作
業
員
の
雇
用
安

木材 ・木製品価格指数

(卸売物価指数)

豊_

卸売物価指数

(総平均)

1遡
4＼

79

5

建設用材料価格

(卸売物価指数)

皇03＼

聯4
55

米ツガ丸太価格

スギ山元

立木価格

'138

苗 木代

204

ha当 た り

造林 費

資料:日 本飯行 「物価指数年報」,財団法人日本不動産研究所 「山林素地及び山元立木価格調↓

農林水産省 「木材価格調査」,労働省 「林業労働者職種別賃金調査」,林野庁業務資料
㈱ 昭和55(1980)年 を100としたときの平成6(1994)年 の指数

図2林 業生産活動をとりまく諸因子の変化
(森林ハンドブック1996)
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定
化
の
た
め
職
員
数
を
倍
増
し
、
人
件
費
の
圧
迫
が
始
ま
っ

た

(昭
和
四

一
年
の
定
員
内
職
員
三
万
九
千
人
が
、
昭
和

四
八
年
に
は
定
員
内
三
万
八
千
人
の
他
に
定
員
外
五
万
九

千
人
が
加
わ
り
、
計
九
万
七
千
人
と
な

っ
た
)
。

ま
た
、

北
海
道

の
あ
る
営
林
署
で
は
、
年
間
二
千
時
間
の
労
働
時

間
の
う
ち
五
百
時
間
は
組
合
活
動
に
使
わ
れ
た
の
が
実
態

だ

っ
た
、
と
い
う
報
告
も
あ
る
。

一
方
、
営
林
署
長
な
ど

の
管
理
職
は
二
年
ほ
ど
で
転
勤
し
、
多
く
の

エ
ネ
ル
ギ
ー

を
団
体
交
渉
な
ど
に
費
や
し
、
山

(森
林
)
を
見
る
時
間

は
少
な
い
の
が
実
態
だ

っ
た
と
い
う
。
も
ち
ろ
ん
現
在
で

は
是
正
さ
れ

つ
つ
あ
る
が
…
。

④
国
有
林

の
借
入
金
は
利
子
が
高
い
こ
と
。
国
有
林
経

営
が
赤
字

に
転
落
し
て
か
ら
は
、
財
政
投
融
資
資
金
か
ら

長
期
借
入
を
し
て
い
る
が
、
そ
の
金
利
は
五
%
～
八
%
の

高
金
利

で
あ
る
。

一
方
、

一
般
的
な
林
業
経
営
の
利
回
り

は
、
経
営
環
境
が
良
好
な
時
代
に
は
数
%
と

い
わ
れ
て
い

た
が
、
現
在

は

一
%
前
後
し
か
な
く
時
に
は
赤
字
と
な
る
。

そ
の
よ
う
な
状
況
で
高
金
利
の
借
入
を
す
れ
ば
、
収
入
の

半
分
以
上
が
借
入
金
で
支
出
の
半
分
以
上
が
返
済
金
と
い

う
悪
循
環
を
、
毎
年
く
り
か
え
す
こ
と
は
必
至
と
い
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

経
営
改
善
計
画
に
も
無
理
が
あ

っ
た

国
有
林
の
経
営
は
、
高
度
経
済
成
長
期
に
は
順
調
に
黒

字
を

つ
づ
け
、
黒
字
分
は

「林
政
協
力
費
」

と
し
て

一
般

会
計
に
繰
り
入
れ
ら
れ
た
り
、
国
家
財
政
に
寄
与
し
て
い

た
。
臨
時
職
員
を
定
員
外
な
が
ら
職
員
と
し
た
背
景
に
も

黒
字
経
営
が
あ

っ
た
。
と
こ
ろ
が
昭
和
五
十
年

こ
ろ
か
ら
、

前
記
の
要
因
が
重
な

っ
て
赤
字
経
営
に
転
落

し
て
し
ま

っ

た
。そ
の
た
め
昭
和
五
三
年

(
一
九
七
三
)

に

「
国
有
林
野

事
業
の
改
善

に
関
す
る
計
画
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

こ
れ

は
そ
の
後
、
何
回
も
改
訂
さ
れ
た
が
、
ひ
と
こ
と
で
い
え

ば
最
大
限
の
収
入
を
得
る

一
方
、
支
出
は
最
小
限
に
し
な

が
ら
、
適
切
な
森
林
施
業
を
行
い
、
二
十
年
ほ
ど
で

(
一

九
九
七
年
度
ま
で
に
)
収
支
の
均
衡
を
図
ろ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
言
う
に
易
し
く
行
う
に
難

し
い
机
上
の
計
画
で
、
結
果
的
に
は
収
支

の
均
衡
ど
こ
ろ

か
、
累
積
赤
字
の
増
大
と
、
次
の
よ
う
な

「
ひ
ず
み
」
を

も
た
ら
し
て
し
ま

っ
た
。

①
収
入
を
確
保
す
る
た
め
の
森
林
伐
採
が
増
加
し
た
こ

と
。
そ
の
た
め
過
伐
に
よ
る
国
土
保
全
機
能

の
低
下
、
野

生
生
物
の
生
息
環
境
の
悪
化
、
風
致
景
観

へ
の
影
響
な
ど
、

国
有
林
地
帯
で
の
環
境
悪
化
が
促
進
さ
れ
た
。

私
は
札
幌
～
釧
路
問
を
飛
行
機
で
飛
ぶ
機
会
が
た
ま
に

あ
る
が
、
途
中
で
夕
張
岳
周
辺
を
見
下
ろ
す
こ
と
が
あ
る
。

は
じ
め
て
そ
の
こ
と
に
気
づ
い
た
二
十
年
ほ
ど
前
に
は
、

黒
々
と
し
た
原
始
林
の
光
景
に
大
感
激
し
た
。
と
こ
ろ
が

最
近
は
、
あ
の
う

っ
そ
う
と
し
た
森
林
が
薄
く
な

っ
て
痛
々

し
く
、
息
を
の
む
よ
う
な
光
景
は
過
去

の
も
の
と
な

っ
て

し
ま

っ
た
。

い
う
ま
で
も
な
く
夕
張
岳
周
辺
の
森
林
は
国

有
林

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
は
各
地

で
進
ん
で
い
る

よ
う
で
あ
る
。
先
日
、
札
幌
か
ら
名
古
屋

に
向
か
う
飛
行

機

の
窓
か
ら
、
北
ア
ル
プ
ス
の
雄
姿
を
眺
あ
て
楽
し
ん
で

い
た
ら
、
木
曽
御
嶽
を
過
ぎ
て
南
下
す
る
と
、

一
面
の
裸

山
が
眼
下

に
広
が

っ
た
の
で
び

っ
く
り
し
た
。
天
下

に
名

高
い
木
曽
国
有
林

の
、
今
日
の
姿
が
こ
れ
だ
と
し
た
ら
淋

し
い
限
り
で
あ
る
。

②
収
入
を
確
保
す
る
た
め
土
地
売
払
い
処
分
が
増
加
し

た
こ
と
。
そ
の
た
め
国
有
林
の
各
地
で
リ
ゾ
ー
ト
、
ス
キ
ー

場
、
ゴ
ル
フ
場
計
画
が
浮
上
し
、
バ
ブ

ル
経
済

の
追

い
風

を
受
け
て
、
森
林
環
境
が
裸
地
や
草
地
に
変
貌
し
た
。
ま

た
都
市
部

で
は
営
林
局
な
ど
の
庁
舎
が
移
転
し
、
跡
地
が

競
買
に
付
さ
れ
た
。

1997年(平 成9年)12月20日(土 曜日)窺 新 闘

国
か
ら
買
い
上
げ

㈱螺
棚
当
面
は
民
間
委
託
に

一
【旭
川
、
鷹
栖
】
旭
川
市
は
十
九
日
史

で
に
、
カ
タ
ク
リ
が
群
生
す
る
な
ど
、
絢

九
百
種
類
の
植
物
が
分
布
し
学
術
的
に
病

貴
重
と
さ
れ
、
同
市
と
の
境
界
に
近
い
ト

川
管
内
鷹
楢
町
嵐
山
の
「北
邦
野
草
園
」

(十
二
船
)
を
本
年
度
中
に
、
薗
か
ら
買

い
取
る
こ
と
を
決
め
た
。

旭
川
市
は
鷹
栖
町
に
ま
た
が

る
嵐
山
公
園
の
整
備
事
業
の
一

微
麟
竃
激
雛

…
地
の
購
入
蓬

め
て
萱

本

年
度
購
入
分
の
同
町
内
の
二
十

六
・
二
か
(購
入
価
格
五
千
九

百
七
干
万
円
)
に
、
北
邦
野
葦

園
が
含
ま
れ
る
。
こ
れ
は
国
有

・
林
野
事
業
の
赤
字
解
消
策
の
側

面
も
あ
る
.

同
市
は
野
輩
園
の
整
備
や
運

宮
の
指
針
を
検
討
す
る
た
め
、

来
年
四
月
に
要
門
家
や
市
民
ら

に
よ
る
管
理
運
営
協
議
会
を
設

立
す
る
方
針
.
た
頑

市
に
は

管
理
ノ
ウ
ハ
ウ
が
あ
る
人
材
が

い
な
い
た
め
、
当
面
の
管
理
は

民
間
に
委
託
す
る
見
通
し
.

北
邦
野
葦
園
は
七
二
年
に
開

園
し
、
旭
川
営
林
署
が
管
理
し

て
き
た
。
園
内
に
は
{
フ
ク
サ

科
の
野
輩
、
ヤ
マ
ミ
ズ
が
道
内

で
唯
一
自
生
し
、
カ
タ
ク
リ
も

群
生
。
エ
ゾ
ラ
イ
チ
ョ
ウ
や
ヒ

メ
ギ
フ
チ
ョ
ウ
の
生
息
地
と
し

て
も
知
ら
れ
る
。
一
般
開
放
の

春
か
ら
秋
に
か
け
、
八
手
人
が

訪
れ
る
散
策
の
名
所
に
な
っ
て

い
る
.

北邦野草園(国 有林)を 旭川市が買い上げ
(1997年12月20日 北海道新聞)

図3

昨
年
十
二
月
二
十
日
の
新
聞
に
は
、

「
カ
タ
ク
リ
が
群

生
す
る
北
邦
野
草
園
」
を
旭
川
市
が
国
有
林
か
ら
買
い
あ

げ
る
と
報
道
さ
れ
た

(図
3
)。
し
か
し
北
邦
野
草
園
は
、

国
有
林
が
国
民
に
親
し
ま
れ
る
た
め
に
絶
好
の

「
シ
ョ
ー

ウ
イ
ン
ド
ウ
」
と
な
る
場
所
で
あ
る
。
旭
川
市
が
カ
タ
ク

リ
保
護
な
ど
の
た
め
土
地
を
買
う
な
ら
、
も

っ
と
危
機
に

瀕
し
て
い
る
私
有
の
カ
タ
ク
リ
群
生
地

(突
哨
山
)
を
優
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先
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
私
有
地
は
放
任
し
た
ま
ま
、
な

ぜ
国
有
林
を
地
方
自
治
体
が
買
う

「官
官
売
買
」
を
急
ぐ

必
要
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
税
金
の
使
い
道
と
し
て
も
疑

問
で
あ
り
、
寒
々
と
し
た
政
治
風
景
を
見
る
気
が
す
る
。

③
組
織

・
人
員
が
削
減
さ
れ
、
現
場
の
荒
廃
を
ま
ね
い

て
い
る
こ
と
。
支
出
を
削
減
す
る
た
め
営
林
署
や
担
当
区

事
務
所
が
少
な
く
な
り
、
人
員
が
削
減
さ
れ

て
い
る
。
今

年
も
北
海
道
で
は
厚
賀
、
中
頓
別
、
遠
別
、
金
山
、
白
滝
、

大
樹
、
今
金
の
七
営
林
署
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

地
元
に

「あ
き
ら
め
と
憤
り
」
が
広
が
っ
て
い
る
と
い
う
。

林
野
庁
の
職
員
数
は
、
昭
和
四
八
年
に
は
前
記
の
よ
う

に
九
万
七
千
人
だ

っ
た
が
、
五
三
年
に
は
六
万
五
千
人
、

六
二
年
に
は
四
万
人
、
平
成
八
年
に
は

一
万
五
千
人

へ
と
、

急
速
に
削
減
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
な
る
と
現
場
の
森
林
管

理
も
不
十
分
と
な
り
、
働
く
職
員
の
意
欲
も
減
退
し
て
く

る
。
昨
年
十

一
月
二
八
日
の
新
聞
は

「ず
さ

ん
国
有
林
管

第1981997隼(¥償9隼)11月28日(金 唖8)

理

計
画
と
伐
採
に
ず
れ

合
理
化
で
人
不
足
」
と
報
じ

て
い
る

(図
4
)。

④
森
林
の
公
益
的
機
能
が
軽
視
さ
れ
る
こ
と
。
以
上
の

よ
う
な

「
ひ
ず
み
」
は
、
自
然
保
護
の
聖
地

で
あ
る
べ
き

自
然
公
園
や
鳥
獣
保
護
区
に
も
及
ん
で
く
る
。
十
年
ほ
ど

前
に
世
論
を
に
ぎ
わ
し
た
知
床
国
立
公
園
内

の
森
林
伐
採

問
題
も
、
そ
の
背
景
に
国
有
林
の
赤
字
解
消

の

一
端
を
に

な
う
目
的
が
あ

っ
た
こ
と
は
、
周
知
の
事
実

で
あ
る
。
自

然
林
の
巨
木
は
、
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
や
ク
マ
ゲ
ラ
の
営
巣
木

と
し
て
も
重
要
で
あ
る
が
、
「森
林

の
若
返
り
」
と
い
う

名
目
の
た
め
、
各
地
で
姿
を
消
し

つ
つ
あ
る
。

ま
た
人
員
削
減
の
影
響
を
受
け
て
、
高
山
植
物
の
監
視

員
な
ど
の
配
備
が
手
薄
と
な
り
、
林
道
に
マ
イ
カ
ー
が
無

断
入
林
し
、
高
山
植
物
な
ど
の
盗
掘
が
増
加
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
中
に
は

「
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ

ッ
ク
」
に
記
載
さ

れ
た
、
絶
滅
が
危
ぶ
ま
れ
る
希
少
な
種
類
も
含
ま
れ
て
い

る
。

5ヒ 鵜島 鷹 〕貯 瀦

計
画
と
伐
採
に
ズ
レ

●.鑓
囁

鮫
合

理

化

で
人
不

足

1灘難

遵
藝

セ月
に石

貸
窯
謂
6
丙
空
ハ鴬
孫
穫

璽
手
霧

」九

丑
舜
虞
以殴
」つ
い
て
冨
桑

ー
量ζ
塞
藝

あ

扇
た
りの
董

鍾
ぺ
た
.

多の
結
異

木
が
ど
れ
だ
げ

あ
う
か
2
孚

曇
頼
」
が足

り
な
か
っ隻

末
の
筆
解

+
分
でな
い
奪ー

っ
た
の
は
三
+
三
カ
所
あ
っ

ー
穿

ー
ス
が
=壬

蕩

全

体
の
二喜
盈
苫
夢
罵

書英のー

予定
伐
孫
暴
李
百
八十
パ立

窟
の
2
輩

趣
え
る
二

i
曾
五
‡
立
方
新が
伐
探

見
e
罎

登
建

揉

で
8た
の
は
一…
言
元
+
六

妾

予
足
量
の四
割
に
爾

た
な
か
っ幾

「伐
鋸
で
董
▼

さ
い武
が
な
い
」
「全
琢
的
に

働
」
疑

ζ
壁

麺
頁
が

さ
肇

計
日
が
鳳
脈塗
な

さ
なく
な
って
い
る.
つじ
つ

ー
に
な
る
愚
れ
も
あ
り、
き
ちん

ー

羅

醸
1難1
顛 莚窺

騰1灘
撚 鍵蜘

整
属
少
な
い
立
寮
を

郭
雛
鍾
北
大
0
学
鶴
敏
痩

6
秣
旛
饗
髄
学
)
の
鱈

森綜の
器
嚢

林管

●

ダ

=

===

6L}

購

真
の
改
革
に
対
応
策
急
務

.

b
b

い
る
こZ
が
遭
冨聾
昼局
の
■
ぺ
で
明ら
か
に
な
う

た
が
、
ζ
れ
3
ー

■
係
看の
間
で
纈
循
套
莞

し
か
ー

が
貰

体
的に
分
か
っ葭

今回
が
初
り
㌧

っ幾

曾
摘
買
9
肥
9

1睾難難難馨

養馨　麓難1
ー
が拳

.埜
璽

ー
§

伽
、
累
績
登
…

傘
り
㍉
ζ
呈

鯉
にな

ぜ
至
った
か
甕

範
遁

侮
～
舟
舞

養

塞
毒

が
あ
る
.
墜
轟を

孝

舅
力
騒
PP
2
天
切

蕊
、峯

ない

慣
竣
本襲

叢

に
装

。

人手不足で国有林の管理がずさんに
(1997年11月28日 北海道新聞)

図4

こ

の
よ

う

な

実

態

を

、

私

た

ち

は

そ

の
ま

ま

見

過

ご

し

て
い
い
の
だ

ろ
う
か
?

北
海
道
は
国
有
林
と
と
く

に
縁
が
深
い

日
本

の
国
有
林
の
分
布

は

「東
高
西
低
」
で
あ
る

(
図
5
の
黒

い
部
分
が
国

有
林
)
。
国
有
林
が
中
部

山
岳
地
帯
か
ら
、
東
北
地

方
、
そ
し
て
北
海
道
に
偏

在
し
て
い
る
こ
と
は

一
目

瞭
然
で
あ
る
。
と
く
に
北

海
道
で
は
、
明
治
維
新
に

際
し
て
全
域
が
国
有
未
開
地
と
な
り
、
開
拓
の
進
展
と
と

も
に
平
野
部

の
開
拓
地
が
民
間
に
払
下
ら
れ
、
払
下
げ
対

象
と
な
ら
な
か

っ
た
山
岳
地
帯
の
国
有
地
が
、
第
二
次
大

戦
後

に
林
野
庁

の
国
有
林
に
な
っ
た
、
と
い
う
歴
史
的
経

緯
が
あ
る
の
で
、
国
有
林

の
占
め
る
割
合
が
高
い
。

全
国

の
森
林
面
積

(二
、
五
二

一
万
診
)
に
対
す
る
国

有
林
率
は
三

一
%
で
あ
る
が
、
北
海
道
の
森
林
面
積

(五

五
八
万
診
)
に
対
す
る
国
有
林
率
は
五
七
%
で
あ
る
。
と

く
に
国
立
公
園

で
は
、
北
海
道
以
外
の
国
立
公
園

(
一
五

四
万
診
)
に
対
す
る
国
有
地
率
が
五
二
%
で
あ
る
の
に
対

し
て
、
北
海
道

の
国
立
公
園

(五
〇
万
診
)
の
九
〇
%
が

国
有
地

(事
実
上
ほ
と
ん
ど
が
国
有
林
)
に
よ

っ
て
占
め

ら
れ
て
い
る
。
し
か
も
北
海
道
の
国
有
林

(と
く
に
国
立

公
園
)
は
開
拓

の
対
象

に
な
ら
な
か

っ
た
部
分
か
ら
成
り

立

っ
て
い
る
か
ら
、
明
治
以
前
の
原
始
的
自
然
環
境
を
温

存
し
て
き
た
部
分
が
多
い
。

図
6
は
日
本

の
国
立
公
園
の
土
地
所
有
別
割
合
を
示
し

た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
黒
い
部
分
が
国
有
地
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
い
う
国
有
地
は
事
実
上
は
林
野
庁
所
管
の
国
有
林

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
北
海
道
の
国
立
公
園
は
釧
路
湿

原
国
立
公
園
を
除

い
て
、
利
尻
礼
文
サ
ロ
ベ
ツ
、
知
床
、

阿
寒
、
大
雪
山
、
支
笏
洞
爺
の
各
国
立
公
園
と
も
に
、
国

有
林
率
が
全
国

で
も
上
位
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
了
解
で

き
る
だ
ろ
う
。

ま
た
図
7
は
環
境
庁
の

「緑
の
国
勢
調
査
」

で
行
わ
れ

た

「植
生
自
然
度
」
の
構
成
比
を
各
国
立
公
園
ご
と
に
示

し
た
も
の
で
あ
る
。
植
生
自
然
度
と
は
、
現
在
の
植
物
群

落

の
状
態
が
、
ど
の
程
度
に
人
為
的
な
影
響
を
受
け
て
い

る
か
を
10
段
階

で
表
し
た
も
の
で
、
自
然
度
1
は
市
街
地

な
ど
植
生
の
ほ
と
ん
ど
な
い
場
所
、
自
然
度
2
、
3
は
農

耕
地
、
以
下
、
数
字
が
大
き
く
な
る
に
し
た
が

っ
て
自
然

度
が
増
し
、
自
然
度
9
、
10
は
複
層
の
自
然
林
や
高
山
植
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営林局界 一・一

国有林の分布図5

物
の
自
然
草
原

で
あ
る

(詳
し
く
は
図
7
の
凡
例
を
参
照
)。

こ
の
図
は
前
の
図
6
と
違

っ
て
、
北
か
ら
地

理
的
な
順
序

で
並
べ
た
も
の
で
な
く
、
自
然
度
9
、
10
の
高
い
方
か
ら

順
に
並
ん
で
い
る
の
で
、
上
位
十
三
番
目
ま

で
に
北
海
道

の
六
国
立
公
園
が
入

っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
よ
う
に
、
北
海
道
の
国
立
公
園
は
全
国
的
に
見

て

も
、
国
有
林
と
と
く
に
深
い
関
係
を
も

っ
て
お
り
、
し
か

も
植
生
自
然
度
の
高
い
、
す
な
わ
ち
豊
か
な
自
然
環
境
を

誇

っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら

こ
の
国
有
林
が
、
先
に
見
た
よ
う
に
赤
字
経
営

で
過
剰
伐

採
さ
れ
た
り
、
人
手
不
足

で
現
場

の
管
理
が
お
ろ
そ
か
に

な
る
、
と
い
う
傾
向
が
あ
れ
ば
た
い
へ
ん
な

こ
と
で
あ
る
。

北
海
道
の
国
立
公
園
は
国
有
林
と
運
命
協
同
体

の
よ
う
な

力

の
根
源
で
あ
る
。
私
た
ち
が
国

有
林
に
無
関
心

で
い
れ
な
い
理
由

の
ひ
と

つ
が
こ
こ
に
あ
る
。

北
海
道
の
国
立
公
園
の
可
能
性

国
立
公
園
は

「公
園
」
と
名
が

つ
い
て
い
る
が
、
自
然
公
園

の
ひ

と

つ
で
あ
る
。
日
本
の
公
園
制
度

は
都
市
公
園
と
自
然
公
園

の
二
種

類

に
分
か
れ
る
が
、

こ
れ
ら
は
ど

こ
が
違
う
の
だ
ろ
う
か
。
私
た
ち

の
身
近

に
あ
る
都
市
公
園
は
、
公

園
を
設
置
す
る
市
役
所
な
ど
が
、

も
の
で
あ
り
、
国

有
林
が
衰
退
す
れ

ば
国
立
公
園
も
衰

退
す
る
。

北
海
道

に
は
、

京
都
や
奈
良
の
よ

う
な
日
本
特
有
の

歴
史
的
風
土
は
な

い
し
、
ま
た
東
京

の
よ
う
な
文
化
的
、

経
済
的
な
集
積
の

魅
力
も
残
念
な
が

ら
な
い
。
北
海
道

の
国
立
公
園
を
は

じ
め
と
す
る
自
然

環
境
は
、
北
海
道

の
誇
り
で
あ
り
魅

囲 不明
〔コ 属膚地
囲 公有壇
■■■剛r地

%,

そ
の
土
地
を
所
有
し
、
公
園
専
用
目
的
の
た
あ
に
管
理
し

て
い
る
。
例
え
ば
札
幌
の
大
通
り
公
園
は
札
幌
市

の
土
地

で
あ
り
、
札
幌
市
が
公
園
専
用
の
た
め
に
土
地
利
用
を
行

っ

て
い
る
。
大
通
り
公
園
に
立
派
な
樹
木
が
あ
る
か
ら
と
い
っ

て
、
そ
れ
が
木
材
生
産
の
た
め
に
伐
採
さ
れ
た
り
、
花
壇

の
花
が
美
し
い
か
ら
と
い

っ
て
、
そ
れ
が
商
品
と
し
て
流

通
す
る
こ
と
は
な
い
。
都
市
公
園
で
は
他
の
産
業
が
立
地

し
た
り
、
地
域
住
民
の
生
活
の
場
と
な
る
こ
と
が
な
い
。

(阪
神
大
震
災
な
ど
の
災
害
が
あ
れ
ば
、

一
時
的

に
地
域

住
民
の
仮
設
住
宅
な
ど
が
公
園
内
に
建

つ
こ
と
も
あ
り
、

災
害
の
避
難
場
所
と
な
る
こ
と
も
公
園
の
大
切
な
役
割
の

ひ
と

つ
で
は
あ
る
が
。
)

一
方
、
国
立
公
園
な
ど
の
自
然
公
園
で
は
、
公
園
を
指

定
す
る
者
と
土
地
所
有
者
と
は
別
な
こ
と
が
多
く
、
そ
の

土
地
は
公
園
専
用
目
的
に
は
管
理
さ
れ
て
い
な
い
。
例
え

ば
大
雪
山
国
立
公
園
を
指
定
し
た
の
は
環
境
庁
で
あ
る
が
、

そ
の
土
地
の
大
部
分
は
林
野
庁
所
管
の
国
有
林

で
あ
る
。

国立公園

覇撰乳文サロペウ

知 床

阿 寒

鋼 路糧 原

大 奮 山

支 笏 洞 鏑

十和田八幡平

農 中海 岸

馨 梯 朝 日

日 光

上信越寓原

秩 父 多摩

小 笠 原

富士籍根伊豆

中 鶴 山岳

白 山

虜アルプス

伊 勢 志摩

盲 野 無 野

山陰 海 岸

潮 戸 内海

夫 山隠 岐

足摺寧和海

西 海

雲 仙 天 草

阿豫《じゅう

霧 島畳 久

西 衰

齢合

国立公園の土地所有別面積割合
(環境庁資料)

図6
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林
野
庁
の
国
有
林
は
国
立
公
園

で
あ
る
と
同
時

に
木
材
生

産
の
役
割
も
も

っ
て
い
る
の
で
、
た
と
え
国
立

公
園
の
中

で
も
、
場
所
に
よ

っ
て
は

(特
別
保
護
地
区
以
外

で
は
、

地
域
区
分
に
応
じ
て
)
木
材
生
産
が
可
能

で
あ
る
。
国
立

公
園
内
の
土
地

の
財
産
と
し
て
の
管
理
は
当
然

の
こ
と
と

し
て
林
野
庁
が
行

い
、
環
境
庁
が
行
う
の
で
は
な
い
。

こ

の
よ
う
に
国
立
公
園
の
土
地
利
用
は
、
農
林
漁
業
の
場
や
、

地
域
住
民
の
生
活

の
場

で
あ
る
と
同
時

に
、
国
立
公
園
目

的
の

「自
然
の
保
護
と
利
用
」
が
行
わ
れ
る

の
で
、
公
園

は
土
地
の
多
目
的
利
用
の
ひ
と

つ
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

都
市
公
園
は

「
公
園
に
し
か
」
使
わ
な
い
が
、
自
然
公

計

針

計

合

舎

合

園

園

国

公

公

立

定

全

国

国

く第3回 自然環境保全基礎鯛査結果より作成)

(二次草原)

(農耕地)

(市街地豹

凡例(国 立 ・国定公園共通)

■■1自 然度90・9⊂自然草原、自然林》Z亟 コ 白然度5・4

圃 自然度8・7(二 次林)優 蚕ヨ 自然度3・2

圓 自然度6(邉 林地)[コ 自然度1

注:構 成比には、水面 ・自然楳地等は含まない

国立公園の植生自然度構成比
(環境庁資料)

図7

園
は

「
公
園
に
も
」
使
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
公
園
行
政
で

は
、
都
市
公
園
の
制
度
を

「営
造
物
公
園
」
と
い
い
、
自

然
公
園

の
制
度
を

「地
域
制
公
園
」
と
い
う
。
法
律
上
の

用
語
も
、
営
造
物
公
園
は

「
設
置
」
、
地
域
制
公
園

は

「
指
定
」、
と
使

い
分
け
ら
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
外
国
の
国
立
公
園
は
ど
う
な

っ
て
い
る
だ
ろ

う
か
。

ア
メ
リ
カ
や
カ
ナ
ダ
を
は
じ
め
、
多
く
の
国
で
は

国
立
公
園
に
営
造
物
制
度
を
導
入
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
の
国
立
公
園
は
内
務
省
が
設
置
す
る
が
、
そ
の

土
地
は
原
則
と
し
て
内
務
省
の
所
管

で
、
国
立
公
園
の
専

用
目
的

で
管
理
を
す
る
。
だ
か
ら
国
立
公
園
内
に
い
く
ら

立
派
な
森
林
が
あ

っ
て
も
、
木
材
生
産
の
た
め
に
伐
採
さ

れ
る
こ
と
は
な
く
、
ま
た
、
い
か
に
有
望
な
地
下
資
源
が

埋
蔵
し
て
い
て
も
、
鉱
業
生
産
の
た
め
に
掘
ら
れ
る
こ
と

は
な
い
。
国
立
公
園
は
国
立
公
園
の
目
的

の
た
め
に
自
然

が
保
護
さ
れ
、
そ
の
自
然
が
守
ら
れ
る
範
囲
内
で
の
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
利
用
が
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

(多
く
の

国
立
公
園
で
は
入
園
料
金
が
と
ら
れ
、
ま
た
定
員
制
が
あ

る
か
ら
、
過
剰
利
用
も
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
よ
う
に
な

っ

て
い
る
。)

だ
か
ら
国
際
自
然
保
護
連
合

(I
U
C
N
)
で
も
、

ア

メ
リ
カ
型
の
国
立
公
園
を
想
定
し
な
が
ら
国
立
公
園
の
定

義
を
定
め
て
い
る
。
(
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
本
誌
二
七

号
の
拙
稿

「
世
界
と
日
本

の
国
立
公
園
ー
北
海
道
に
こ
そ

本
当
の
国
立
公
園
を
」
、
日
本
自
然
保
護
協
会

「
自
然
保

護
」

一
九
八
九
年

一
月
号

の
拙
稿

「国
立
公
園
内
の
国
有

林
管
理
は

一
般
会
計

で
」
を
参
照
。
)

国
立
公
園
の
制

度
は
、
そ
の
国
の
社
会
経
済
や
歴
史
的
背
景
と
密
接
な
か

か
わ
り
が
あ
り
、
日
本

の
地
域
制

の
国
立
公
園
は
、
日
本

の
国
土
の
実
情
か
ら
工
夫
さ
れ
生
ま
れ
た
制
度
で
あ
る
。

イ
ギ
リ
ス
や
韓
国
で
は
日
本

の
例
を
参
考
に
し
な
が
ら
地

域
制

の
国
立
公
園
制
度
を
誕
生
さ
せ
た
。
し
か
し
国
立
公

園

の
純
粋
さ
や
自
然
保
護

の
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
地
域
制

よ
り
営
造
物

の
方
が
優
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

も
し
も
国
立
公
園
や
鳥
獣
保
護
区
内
の
国
有
林
の
経
営

を
、
現
在

の
独
立
採
算
の
特
別
会
計
の
枠
か
ら
は
ず
し
、

国
立
公
園
内
や
鳥
獣
保
護
区

で
は
、
収
入
を
目
的
と
す
る

木
材
生
産
を
行
わ
ず
に
、
環
境
保
全
を
重
視
す
る
方
向
に

転
換
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
れ
ば
、
そ
の
恩
恵
や
効
果
を

も

っ
と
も
大
き
く
受
け
る
の
は
、
北
海
道
の
国
立
公
園
で

あ
る
。
そ
し
て
北
海
道
の
国
立
公
園
を
は
じ
あ
、
図
6
の

国
有
地
率

の
高
い
国
立
公
園

で
は
、
地
域
制
で
あ
り
な
が

ら
、
実
質
的
に
は
営
造
物
に
か
な
り
近
づ
く
こ
と

(北
海
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道
の
国
立
公
園
の
九
〇
%
)
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

行
財
政
改
革
と
国
有
林

の
ゆ
く
え

現
在
の
日
本
が
当
面
す
る
最
重
要
な
政
治
的
課
題
は
、

橋
本
龍
太
郎
首
相
が

「
火
だ
る
ま
に
な

っ
て
も
や
り
と
げ

る
」
と
決
意
を
示
し
た
行
財
政
改
革

で
あ
る
。

昨
年
の
十
二
月
上
旬
に
は
、
現
在
二
二
あ
る
国
の
省
庁

を

一
府
十
二
省
庁

に
統
廃
A口
す
る
行
政
改
革
会
議
の
案
が

ま
と
ま

っ
た
。
そ
の
公
表
を
追
い
か
け
る
よ
う

に
し
て
、

林
政
審
議
会
が

「
林
政
の
基
本
方
向
と
国
有
林
野
事
業
の

抜
本
的
改
革
」

の
答
申
を
十
二
月
中
旬

に
出
し
た
。
十
二

月
十
九
日
の
新
聞
報
道
に
よ
れ
ば
、
答
申

で
は
、

「持
続

可
能
な
森
林
経
営
」
「
森
林
の
公
益
的
機
能
の
発
揮
」
「森

林
の
量
的
拡
大
か
ら
質
的
充
実

へ
の
転
換
」

「
流
域
管
理

シ
ス
テ
ム
の
強
化
」
「
独
立
採
算
を
前
提
に
し

た
国
有
林

企
業
特
別
会
計
の
廃
止
」
な
ど
を
打
ち
出
し

て
い
る
と
い

う
。私
は
ま
だ
答
申
の
全
文
を
読
む
機
会
が
な

い
が
、
ど
う

も
新
聞
報
道
で
は
、
具
体
的
に
は
何
が
ど
の
よ
う
に

「抜

本
的
改
革
」
さ
れ
る
の
か
、
よ
く
理
解
で
き
な

い
。
あ
る

い
は
答
申
自
体
の
表
現
が
旦
ハ体
的
な
部
分
に
言
及
し
て
い

な
い
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
林
政
審
議
会
の
審
議
の
過
程
で
は
、
国
有
林
の
公

益
的
機
能
を
発
揮
す
る
部
分
の

一
般
会
計
に
よ
る
経
営

へ

の
転
換
、
木
材
生
産
を
主
体
に
で
き
る
部
分

の
国
有
林
の

民
営
化
、
な
ど
が
と
り
ざ
た
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
た
。
私

は
、
国
有
林
の
民
営
化

に
は
疑
問
が
あ
る
が
、
国
立
公
園

や
鳥
獣
保
護
区
の

一
般
会
計
負
担
に
よ
る
経
営

は
お
お
い

に
歓
迎
し
た
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
先
に
記
し
た
よ
う
に
、

自
然
保
護
を
重
視
す
べ
き
国
立
公
園
な
ど
の
国
有
林
が
、

赤
字
解
消
の
手
段
と
し
て
伐
採
さ
れ
る
と
い
う
憂

い
は
な

く
な
る
。
そ
し
て
地
域
制
の
国
立
公
園
で
あ
り
な
が
ら
、

木
材
生
産
を
主
目
的
と
す
る
森
林
経
営
は
押
さ
え
ら
れ
、

国
立
公
園
に
ふ
さ
わ
し
い

「自
然
の
保
護
と
利
用
」
の
目

的
に
収
敏
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
実
質
的

に
は
営
造

物
に
近
い
国
立
公
園

へ
生
ま
れ
か
わ
る
可
能
性
が
あ
る
か

ら
で
あ
る
。

一
方
、
行
政
改
革
会
議
が
打
ち
出
し
た
省
庁
再
編
成
案

も
、
新
聞
報
道
で
は
細
か
い
と
こ
ろ
が
分
か
ら
な
い
。

こ

れ
も
行
政
改
革
会
議
の
案
は
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
つ
め
て

い
な
い
か
ら
か
も
し
れ
な
い
が
…
。
図
8
は
新
聞
に
の
っ

た
行
革
会
議
の
省
庁
再
編
成
案

で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、

環
境
庁
が
環
境
省
に
な
る
こ
と
は
分
か
る
。
そ
し
て
農
林

水
産
省
は
農
林
水
産
省
と
し
て
残
る
が
、
農
林
水
産
省
の

一
部
か
ら
環
境
省
に
矢
印
が

つ
な
が

っ
て
い
る
。
こ
の
つ

な
が
り
の
具
体
的
内
容
が
さ

っ
ぱ
り
分
か
ら
な
い
。
見
方

に
よ
れ
ば
、
林
野
庁
が
環
境
省
に
吸
収
さ
れ
る
と
も
読
あ

る
。
し
か
し
現
実
に
は
そ
こ
ま
で
は
考
え
て
い
な
い
よ
う

行革会議の省庁再編成

互【

で
、
林
野
庁

の
組
織
で
な
く
機
能
の

一
部
が
環
境
省
と
共

管
に
な
る
の
だ
、
と
い
う
話
も
聞
こ
え
て
く
る
。
共
管
と

い
っ
て
も
、
そ
の
実
態
は
ま
だ
分
か
ら
な
い
。

ど
う
も
こ
の
辺
の
と
こ
ろ
は
、

こ
れ
か
ら
役
所
間
の
綱

引
き
、
調
整
が
は
じ
ま
る
、
と
い
う
こ
と
ら
し
い
。
そ
う

だ
と
す
れ
ば
、
役
所
の
な
わ
ば
り
争

い
で
は
な
く
、
日
本

の
国
有
林
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
、
日
本
の
国
立
公
園
は

い
か
に
あ
る
べ
き
か
、
と
い
う
二

一
世
紀
を
見
す
え
た
大

局
的
な
視
野
を
も

っ
て
、
具
体
的
な

つ
め
を
行
う
こ
と
を

期
待
し
た
い
。
そ
こ
に
は
情
報
公
開
が
必
要
で
あ
り
、
国

民
の
意
向
を
十
分
く
み
と
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
国
有
林
と
国
立
公
園
の
問
題
は
、
前

進
す
る
に
し
て
も
後
退
す
る
に
し
て
も
、
北
海
道
が
も

っ

と
も
大
き
な
影
響
を
受
け
る
こ
と
は
前
に
記
し
た
と
お
り

で
あ
る
。
私
た
ち
は
こ
の
問
題
か
ら
目
を
は
な
す
こ
と
が

で
き
な
い
。
(
一
九
九
八
年

一
月
)

宮 内 庁

金融監督庁(仮称) 第穰

関
国家公安委員会 国家公安委員会

防 衛 庁 防 衛 庁

総 理 府 防衛施設庁
内

閣

府
経済企 画庁

沖縄 開発庁

消防庁
公害等調整委員会
公正取引委員会

総 務 庁
総 務 省

自 治 省

郵 政 省
郵政事業庁

(5年後に新型公社化)

法 務 省 法 務 省

外 務 省 外 務 省

大 蔵 省 財 務 省

内

閣
国 土 庁

北海道開発庁
国土交通省

運 輸 省 海上保安庁
建 設 省

内

閣
官

房通 産 省 経済産業省

農林水産省 農林水産省

環 境 庁 環 境 省

厚 生 省
労働福祉省

労 働 省

文 部 省
教育科学技術省

科学技術庁

(外
局

は
主
な
も
の
だ
け
)

行革会議の省庁再編成案
(1997年12月4日 北海道新聞)
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